
５月２４日 全校朝会（放送朝会） 

  自然との共存 ～ハチから身を守る～ 

 

５月になり、気温が 25 度以上になる日が増えました。今日も予報では、お昼頃には最高

気温 27 度くらいになるようです。昼間の気温が 25 度を超えると、生き物の動きも活発にな

ります。身の周りでも、ハエやハチなどが飛び始めましたね。今日はオオスズメバチのお話

です。みなさんはオオスズメバチを見たことがありますか。頭の部分がオレンジ色で大きく、

胸の部分は黒、腹の部分はオレンジ色と黒の縞模様になっているハチです。オオスズメバチ

は、ハチの中でも体が大きく、強烈な毒を持っています。刺されると大人でも命に関わるほ

どの毒です。最近、そのオオスズメバチの女王バチが冬越しから目覚めて飛び始めました。

そして、学校の東門の近くにあるコナラの木の樹液を吸いにたびたび現れるようになりまし

た。体調６センチメートル、羽を広げると８センチメートルほどの大きなハチです。この時

期に、女王バチは樹液をたっぷりと吸って体力を付けると、巣を作り、子育てを始めます。

巣ができると、働き蜂がたくさん生まれて、何１０匹というハチが巣を守るために、近付く

人間にも攻撃してくるようになります。今年は、この女王バチがやってきたので、学校に巣

を作られないように、コナラの木を切ることにしました。東門の近くの木を２本切ったので、

見通しがよくなりましたね。 

 

オオスズメバチも他の生き物と同じように、自然の中で生活しています。できるなら上手

に共存していきたいですが、学校は子どもたちが大勢で生活する所なので、危険を避けるた

めに、仕方なく木を切りました。これから、秋にかけてハチも必死で巣を守ろうとするので、

もし、通学路などでハチに出会ってしまったら、静かにその場を離れることが大事です。大

声を出したり、走り回ったり、手で振り払ったりすると、攻撃されたと思い、襲ってきます

ので気を付けましょう。また、黒い洋服や髪の毛などは天敵の熊に似ているので、攻撃され

やすいと言われています。山や林、公園など自然の多い所へ行くときにはできるだけ黒い服

を避けたり帽子をかぶったりするとよいです。覚えておきましょう。 

 

都会では、木を切る所を見ることが珍しいので、その時の様子を写真に撮らせていただき

ました。HP に載せておくので、あとで見てください。今日は、自然との共存、ハチから身を

守るというお話でした。 

 

今週も元気に過ごしましょう。 

 


